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１．背景・目的 

1985 年のプラザ合意以降，タイ王国への日

本企業の海外進出は年々その数を増加させて

いる。中でもタイは，日系メーカーの進出が進

み，2017 年現在，米国，中国，豪州に次ぐ在

留邦人数を有する（70,337 人，外務省調べ）

[1]。これに対してタイの 1978年制定・2008年

改正の外国人就労法では，日本人 1名の雇用に

つき，タイ人 4名の雇用が要求されている[2]。

このような背景から，タイではより高い水準の

技術者育成の要求が高まり，日本の高専へ教育

指導を依頼している。ここでは，タイから日本

に来た短期留学生に対して行った工学実験の

一例を紹介する。 

 

２．教育内容 

長野高専・電気電子工学科ではなるべく多く

の実験を通して工学の理解を深めるように工

夫がされている。その中には、授業で理論を学

ぶ前に電子素子を利用し回路を製作（ものづく

り）する場合もある。これにより「電子素子・

回路への関心を高め」，自分で「ものづくり」

が出来たという「楽しさ」を知ってもらい，こ

れを今後の授業へのモチベーションに代える

試みがなされている。 

３．実験・結果 

タイからの短期留学生には LittleBits という教

材を用いてものづくりの実験を行った。具体的

には 3つのプロセス（①各自の創作テーマを決

定，②テーマに沿った簡易回路を作成，③その

創作物をプレゼン）からなる実験である。これ

らの実験を日本人学生と共に行った。図 1は実

験での創作物の 1例である。左の駆動部がベル

トコンベアで，右側が搬送数カウンタ回路であ

る。 

 

 

 

 

      図 1 創作物 

またアンケートから「ものづくりの楽しさを

味わえた Yes 100%」「電子素子・回路への関

心が高まった Yes 100%」との結果がでている。 
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